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南丹市園部町の農芸高
が商品化したイタリア品
種のナス「京しずく」が
好評だ。昨年は関東の市
場を中心に1万2000イロ、
3o00ちを販売。今年は地

元の農家と連携 した栽培

生雀曇豪ケ最下 掌
|を携えて高級ナスあブラ
ン ド化を進めている現場

を取材したょ(告永自平)

・

　

１

一Ｒ一肛邊灯瑣
一Ｆ1赤紫と自の模様が

1美しい京 しずく。
1食感は柔 らかく、
1煮ても色が出ない

「僕
の
方
が
君

り
に
教

る
素
揚
げ
に
し
て
も
お
い

え
て
も
ら
わ
な
あ
か
ん
な

し
い
。
下
間
さ
ん
は
農
芸

あ
」
。
今
月
３
日
、
園
部

高
か
ら
３０
株
を
譲
り
受
け

町
南
八
田
の
農
家
、
下
間

て
４
月
に
植
え
た
。

貞
夫
さ
ん

（６３
）
は
自
身

　

農
十
至
局
が
イ
タ
リ
ア
ナ

の
農
場
を
見
学
に
訪
れ
た

ス
の
生
産
に
乗
り
出
し
た

農
芸
高
の
生
徒
た
ち
を
前

の
は
２
年
前
。
激
幸
ト
ウ

に
白
い
歯
を
見
せ
た
。
　
　
ガ
ラ
シ
の
ハ
バ
ネ

ロ
を
海

千
両
ナ
ス
の
紫
の
葉
が

外
か
ら
導
入
し
、
普
及
さ

広
が
る
下
間
さ
ん
の
畑
。
　

せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
亀

一
角
に
葉
が
薄
緑
を
し
た

岡
市
馬
路
町
の
農
産
物
販

株
が
３０
衆
ン
ほ
ど
の
高
さ
ま

売
加
工
会
社

「篠
フ
ァ
■

で
育

っ
て
い
る
。
イ
タ
リ

ム
」
の
高
田
実
社
長
（５５‐
）

商
標
登
録
し
て
生
産
量
を

利
益
が
出
な
い
と
い
け
な

（２４
）
の
２
人
が
今
年
、
　
し
、
イ
タ
リ
ア
の
大
地
を

栽
培
に
取
り
組
む
こ
と

ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
色
あ

に
。

「他
の
農
家
も

『変

ざ
や
か
な
ナ
ス
が
高
級
料

わ

っ
た
ナ
ス
や
な
』
と
興

理
店
や
家
庭
の
食
卓
を
飾

地
元
農
家
と
連
携
、栽
培

見賛
ｆ
高
級
料
理
一
な
ど
一
　
つる味離
癒
奢
疇一

ア
品
種
の
赤
縞
ナ
ス
だ
。
　
が
種
を
持
っ
て
い
た
こ
と

て
包
装
や
宣
伝
を
研
究
。
　
ス
よ
り
高
値
だ
が
、
■
個

さ
ん
。
生
徒
は
今
年
の
栽
　
蠅

鴇

端

齊

縛

鰺

稔

一一一
囃

襲

一

駆

諷

中
甕

´
を ド 培
藪

疇
要

紫
と
自
の
美
し
い
流
線
模

が
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
収

ド
と
し
て
出
荷
し
た
「　
　
ス
ト
ラ
ン
に
並
ん
だ
。
２
　
の
林
征
広
君
（１７
）は

「農

様
が
特
長
だ
。
オ
リ
ト
ブ

穫
ま
で
こ
ぎ
つ
け
、
高
田

　

価
格
は
卸
値
で
１
個
１

年
目
の
昨
年
は
生
徒
が
名

業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

オ
イ
ル
に
合
い
、
色
が
残

社
長
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
借
り

一〇
〇
円
前
後
¨
普
通
の
ナ

付
け
た

「京
し
ず
く
」
を

し
く
、
農
家
に
と
っ
て
は
　
　
　
＝


